
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホーム「さくらの里」

２　目標達成計画 作成日：　　令和元年１１月１１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

地域密着型サービスの意義とグループホーム
の役割を理解し、利用者が地域の一員として、
より一層地域交流できる機会を多くしていきた
い。

・地域密着型サービスとは、介護が必要に
なっても住み慣れた地域でその人らしく生活
できるように支援していくこと。意義を理解す
る。
・地域活動への参加を促進し、地域の方々と
ふれ合う機会を多くすることで、利用者が充
実した生活を送っていけるように支援する。

・現在実施している、地域の回覧板を活用し、
利用者が地域活動に参加できるように支援して
いく取り組みは、今後も継続していく。
・法人内の併設している、老健・通所リハビリと
更に連携を深め、利用者が参加できる地域交
流の機会を増やす取り組みを実施していく。

１２か月

2 19

御家族への活動や近況の報告について、定期
的に日頃の様子を文章や写真で伝えることに
よって、遠方にいらっしゃる御家族の安心に繋
がるのではないか。

・毎月１日発行の広報「スマイル」はホーム
全体の報告であり、今後も継続する。
・定期的に日頃の様子を文章や写真で伝え
ていく仕組みを構築していく。

・毎月１日発行の広報「スマイル」でホームから
の報告を継続する。
・毎月郵送する請求書に御家族宛のお便りや
写真を同封し、日頃の様子を報告していく。
・遠方にいらっしゃる御家族に対しては定期的
に電話連絡し、日頃の様子を伝えたり、行事の
内容等を理解していただく。

１２か月

3 か月

4 か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


